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マルチメディアメッセージングのイメージ

マルチメディアメッセージングは,コンピュータとネットワークを利用して多様なメディアのやり取りを実現する｡

メッセージングとは,｢人と人+または｢人と機械+

とが互いにメッセージを伝え合うことであり,広義

には郵便による手紙のやり耳丈りから,電子メールや

掲示板システムに代表されるようなコンピュータと

ネットワークを利用したシステムによるコミュニケ

ーションまでを含むと言える｡

近年これらは,パソコン(パーソナルコンピュー

タ)やワークステーションの高機能化,マルチメディ

ア化,および低価格化による普及進展や,ネットワ

ークの高速化,高度利用化によって大きく様変わり

してきている｡今やパソコンやワークステーション

は企業内でも,個人に与えられる一つの｢ビジネス

ツール+であり,かつ｢コミュニケーションツール+

である｡パソコンが鉛筆やノートといった文房具の

延長上に位置すると言っても過言ではない｡

R_-1?二製作所は,ハイテクノロジー,国際的見地か

らの分析力などの基盤の上に,利用▼者の視点に立ち,

仙界に発信できる夢のあるマルチメディアメッセー

ジングを目指して,そのシステムの設計思想を追求

している｡

*11立製作所コンピュータ事業本部 **Il立製作所オフィスシステム事業部
*串*

‖立製作所 ソフトウェア開発本部
****
日立製作所システム開発研究所
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n はじめに

企業内で利用されているパソコンまたはワークステー

ションは,部門の巾で共通して業務効率をlらJ上させる道

具から,各個人の机上,すなわちデスクトップに配置さ

れ,企業人のビジネスツールとしてはなくてはならない

道具になってきている｡

このように,パソコンやワークステーションが各個人

の机上に置かれたデスクトップ環境では,スタンドアロ

ンで利用するだけでなく,ネットワークを介して他の

｢人+や｢コンピュータ+とコミュニケーションできるメ

ッセージングシステムとして利用されてきている｡

さらには,従来行われていた郵便,ファクシミリおよ

び電話機によるボイスメールなどさまざまなメディアを

通して毎日入ってくるメッセージのすべてを各個人のデ

スクトップ環境に集約したマルチメディアメッセージン

グが望まれてきている｡

ここでは,メッセージングシステムの動向を背景に,

パソコンを中心としたデスクトップ環境でのマルチメデ

ィアメッセージングシステムのコンセプトと,今後の製

品とその発展性について述べる｡

囚 メッセージングシステムの動向

2.1メッセージング

ー般的なメッセージングの明確な定義はないが,ここ

では次のように定義する｡

(1)コンピュータとネットワークを利用した｢人と人+,

｢人とコンピュータ+間のコミュニケーション

(2)非即時型(蓄積型)のコミュニケーション

(3)メッセージ内容

(a)文書(マルチメディア文書を含む)

(b)電十取引で利用されるデータ

〔EDI(ElectronicDataInterchange:電子データ交

換)など〕

(c)ソフトウェア

〔エージェント(メッセージの発信人の代理人として

ネットワーク内でどのようにふるまうかが記述された

ソフトウェア)など〕

メッセージングの最もわかりやすい一般的な例として

は,電了･メール,掲示枇システム,ファクシミリ,ボイ

スメールなどがあげられる｡｢人と人+のコミュニケーシ

ョン手段の小で,メッセージングがどのように位置づけ

られるかを区=に示す｡
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区= メッセージングの位置づけ

｢人と人+の多様なコミュニケーションの形態でのメッセージン

グの位置づけを示す｡

2.2 メッセージングの代表例｢電子メール+

(1)電子メールの利点

電子メールは,そのことばのとおり従来の紙による手

紙(メモ)のやり取りを,電子的に(パソコン,ワークステ

ーションとネットワークを利用して)やり取りするシス

テムであり,メッセージングを代表するシステムである｡

企業内のコミュニケーションを活性化させ,業務革新を

促進するとまで言われるほど,効率的で便利なシステム

として着目されている｡一般的な電子メールの機能と便

利さからでもわかるように,速幸馴生と記録性の両方を持

つ情報交挨システムである(図2参照)｡

(2)標準化勤向

前記(1)で電子メールの一般的な利点について述べた

が,各ベンダが提供する電子メールシステムがすべて相

互接続できるわけではなく,異なるシステムを相克接続

したメール交換が望まれている｡これを解決するのが,

電子メールに関する国際的な標準規格であり,現在,川二

界的に普及している標準規格として次の二つがある｡

これらの規格では電-‾f･メールの転送手順について規定

している｡

(a)Ⅹ.400

0SI(開放型システム間相二柱接続)の電子メール･プ

ロトコルの総称で,lTUて(国際電気通信連合電気通

信標準化部会,旧CCITT)が勧告した電子メールにつ

いての国際標準規格である｡

(b)SMTP(SimpleMailTransferProtocol)

UNIX穀1)の電子メールプロトコルで,全件界に広が

※1)UNIXは,Ⅹ/OpenCompanyLimitedがライセンスし

ている米国ならびに他の国における登録商標である｡
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図2 一舟量的な電子メールの機能と便利さ
電子メールの便利さを一度つかむと,なくてはならないビジネスツールになることがわかる｡

るインターネットの電子メールで,このSMTPが利用

されているため,事実上の‾壮界標準と言える｡

(3)マルチメディア化への発展

最近ではテキスト文書だけを扱うだけでなく,図表,

音声,イメージなどを含めたマルチメディア文書も交換

できる電子メールシステムが製品化されてきている｡ま

た,インターネットの世界では,MIME(Multi-Purpose

MailExtension)というマルチメディア電子メールの標

準が登場しており,世界的なマルチメディアメール交換

ができるようになってきている｡

B 企業内オフィス環境でのメッセージングの課題

3.1デスクトノプへの集約化

企業で,パソコンー八一台のデスクトップ環境を持て

ば,当然LANなどのネットワークが整備され,電了一メー

ルによる情報伝達も定着してくる｡しかし,企業のオフ

ィス環境では,このパソコンを主体としたデスクトップ

環境に多様なメッセージング機能を集約化したいという

ニーズが高まっている｡また,企業のホワイトカラーの

生産性を向【Lさせ,さらにペーパーレス化をより促進す

るために,自席のパソコンで電子メールだけでなく,従

来利鞘してきたファクシミリやボイスメールも,GUI

(GraphicalUserInterface)を利用できるデスクトップ

[=:::::亘亘≡二ニコ

⊂:::亘:亘:亘亘亘:=]

他の人への転送

受信通知の表示

＼ロ
メールの内容を

ファイルに保存

環境の構築が望まれてきている(図3参照)｡

3.2 高度メッセージングへの対応

企業での業務システムや取引システムに適用できる,

次のような高度メッセージングシステムへのニーズが高

まっている｡

(1)EC

EC(Electronic Commerce)とは,従来の単純な電子

メールとEDIが統合され,ビジネスのプロセス全般にわ

たって,できる限り人間の介在を少なくするというコン

セプトである｡例えば,相手と電子メールで情報交挟を

して電子取弓lを行い,納品,支払いといった一連の流れ

をすべて電子的に取り扱うものである｡

このような一連の流れを処理するには,統合的なメッ

セージングを支援するソフトウェアと業務システムが必

要となる｡

(2)簡妨型オンライン

この簡易型オンラインは,メッセージキューイング型

オンラインとも呼ばれる｡従来のリアルタイムでのオン

ライン問い合わせ応答システムを,メッセージベースの

蓄積型通信で処理するものである｡これにより,処理サ

ーバの負ポfを大幅に軽減できるとともに,クライアント側

もサーバの運用時間帯などを気にせずに処理依頼ができ

る｡また,ワークフローシステムへの応用も‾ロ‾柑旨になる｡
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図3 デスクトップヘの集約化

自席のパソコンで,すべてのメッセージングを行いたいというニ

ーズが高まっている｡

四 日立製作所のメッセージングコンセプト

4.1概 要

フ三際にメッセージングシステムを利別するエンドユー

ザー(クライアント)の視ノエでの機能,使いやすさを追求

し,企業人個人のデスクトップに,あらゆるメッセージ

ング機能を集約するとともに,これからの高度メッセー

ジングも吋能とするプラットフォームの提供の実現を目

指す｡

ここで,:侍にクライアントのデスクトップ環境は,世

界で最も普及しているパソコン用OS(Operating Sys-

tem)であるMicrosoft※2),Windows※二i)の環境を前提に

している｡

基本コンセプトは,次の七つから成る｡

(1)オープンプラットフォームの実現

目立製作所だけでなく,多くのソフトウェアベンタや

※2)Micros(_)ftは,米同Micros()ftCorp.の登録商標である｡

※3)Willdowsは,米田Micr()S()ftC()rp.の商標である｡
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ユーザーが,日立製作所のメッセージングプラットフォ

ーム上で,さまざまなこ-ズにこたえることができるア

プリケーションやGUIの開発を可能とする｡

(2)マルチメディアへの対応

マルチメディア(テキスト,旨声,静止内,動画など)

に対応する｡

(3)他社オー70ンソフトウエアの所用

各コンポーネントは,日立製作所の製品だけでなく,

オープンで著名な他社製品も活用して統合する｡

(4)ディレクトリ機能の充実

多様なメッセージングに利用できるディレクトリ機能

(電子アドレス帳)を用意する｡

(5)セキュリティ機能の充実

ネットワーク_卜のデータの暗号化,個人の認証が‾吋能

なセキュリティ機能を用意する｡

(6)標準プロトコルの採用

他のメッセージングシステムとの互換接続性を可能と

するために,通信インタフェース(プロトコル)は,国際

標準だけでなく,事実.Lの世界標準として広く認められ

ているインタフェースを取り込む｡

(7)標準APIの採用

API(Application ProgrammingInterface)は,米国

Microsoft社のWOSA(MicrosoftWindowsOpenSer-

VicesArchitecture)に基づくMAPI(MicrosoftMessaging

Application ProgramInterface),TAPI(Microsoft

Telephony Application ProgramInterface)や,米国

Lotus社のメッセージングAPIであるⅤIM(VendorIn-

dependentMessagingInterface)などの標準的なインタ

フェースを採用する｡

このようなコンセプトに従ったメッセージングプラッ

トフォームが,実際にエンドユーザー(クライアントパソ

コン)からどのように見えるかを図4に示す｡

4.2 セキュリティの重要性

企業内でさまざまな情報をメッセージングシステムを

利用して互いに交換することで重要となってくるのが,

その情報の機密保護である｡第三者のネットワークやサ

ーバヘの不‡11な侵入による,機密文書の流山や文書改窺

(ざん)等の問題などを解決しなければならない｡

開発したMULTI暗号技術を,このメッセージングプ

ラットフォームに取り込むことにより,ユーザーに安心

して利用してもらえる環境を用意する｡

4.3 プラットフォームの実現

R立製作バ斤が用意するメッセージングプラットフォー
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図4 クライアントパソコンから見たメッセージングプラッ

トフォームの機能

机上のパソコンで,エンドユーザーがメッセージングに必要な基

本機能のほとんどを用意できるプラットフォームを目指す｡

ムは,Micros()ft社が提供するオープンなインタフェー

スであるWOSAや米国Lotus祉のⅤIMなどを中心に,そ

の他世界的に事実_Lの標準となるインタフェースをi･lキ附

する｡

WOSAはAPIとSPI(Service ProviderInterface)か

ら成り,プラットフォームは,このSl)Ⅰに準拠する(図5

参照)｡これはMicrosoft Windowsシステムに容易に組

み込むことが可能で,アプリケーション間発箭にR末製

作所独自のインタフェースを見せずに,多様･多彩なア

プリケーションの開発ができる環境を什J意することが目

的である｡また,WOSAだけでなく,Lotus社が提供する

メッセージング用APIであるⅤIMやインターネットで

も標準となっているセキュリティ什JのAPIであるGSS

(GenericSecurityService)-APIなどの他界で普及して

いる標準インタフェースも採用する｡さらに,通信イン

タフェースとしては,前述のX.4()(),SMTP,MIMEな

Windowsア70リケーション

Windows APl

(MAPl,TAPト･=)
WOSAの

アーキテイクチャ
Windows

Wlndows

サービスプロバイダインタフェース

どの世界標準を.取り込み,ディレクトリ機能には,呪イⅠ三

晶も注【†されている[釧祭標準であるⅩ.50()の採朋を考え

ている｡

すなわち,このメッセージング7Dラットフォームは,

アプリケーションから利用する場合でも,接続先の他の

システムと接続する場合でも,すべて世界的な標準イン

タフェースで利用･接続でき,マルチメディアメッセー

ジングに必要なほとんどのインタフェースが統合さjtて

いるプラットフォームである｡

このマルチメディアメッセージングプラットフォーム

は,｢口･耳･口,そして指先に集まるすべての情報のピ

ッチャーとキャッチャーを演じる道具+として,仙界に

貢献できるシステムとしての発信を目指す｡

8 コンセプトに基づく製品の概要

先の4_萌でのメッセージングコンセプトに基づく第一

弾の製品として,てl三成6年7JJに発表したマルチメディ

アメッセージング対応製品とセキュリティ対応製ぷ-の概

要について述べる｡

5.1マルチメディアメッセージング対応

(1)パーソナルマルチメディアコミュニケーションシス

テム"Talkware

ハンドセットを音声入出力装置としてパソコンに接続

し,Lotus社cc:Mail沿ヰ)にアド･オンしてマルチメディ

アメールを実現する｡パソコンLAN卜での音声メール

や,文書への描両君込みと音声注釈を付けたマルチメデ

ィアメールの送受信が可能である｡また,LAN卜での打

※4)cc:Mailは,米1七IL(止usDevelopmentCorp.の胤1∴名

称である｡

ア70リケーションは,Wjndows

の持つAP格利用するだけで,
日立製作所のメッセージング
プラットフォームを意識しな
くてよい._

電子メール テレフォニー セキュリティ ディレクトリ

日立製作所メッセージングプラットフォーム

他のメッセージングとの

相互接続

(X.400,SMTP,MIME…)

図5 WOSAと日立製作所

メッセージングプラットフ

ォームの関係

アプリケーションの可搬性

と異種システムとの相互接続

を追求し,多様なメッセージ

ング機能を統合したプラット

フォームを実現する｡
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声通話の受発信には,Microsoft社のTAPI,TSPIに対応

している｡

従来,企業内の音声メールや電子メールは別システム

として運用されているが,Talkwareによって統合した

コミュニケーションを実現することができる｡

さらに将来は,動画像を取り込んだ本格的なマルチメ

ディアコミュニケーションを目指す｡

(2)｢暗号ライブラリforWindows+

｢暗号ライブラリforWindows+は,日立製作所が開発

したMULTI暗号アルゴリズムを採用したWindowsアプ

リケーション用のデータ暗号ソフトウェアである｡ソフ

トウェアで高速な暗号化を実現し,インターネット標準

にもなっているGSS-APIを提供する｡

この製品を利用することで,データ保管時の暗号化や

ネットワーク上のデータ暗号が‾可能になり,企業にとっ

て重要課題である機密データの外部流出を防ぐことがで

きる｡

田 今後の発展

(1)グループウエアへの発展

メッセージングをコミュニケーション手段とした,企

業内のグループワークを支援する統合ソフトウェアへの

発展が重要である｡従来の企業内での紙による重要文書

の回覧などを迅速化し,業務効率を向上させるために,

メッセージングを利用して裏(りん)議書,伝票,設計書

などを回覧･承認していくような場合でのメッセージ管

理(回覧の順序の定義,回覧状況の管理)などができるワ

ークフローシステムが非常にニーズの高いシステムで

ある｡

現在,表1にホすような分類でグループウエア,ワー

クフロー製品の開発を推進している｡

(2)高度メッセージングヘの対応

前述したような高度メッセージングとして,ECやエー

ジェント指向メッセージングなどは,これからの新たな

コミュニケーション手段であり,世界的に注目されてい

る｡今後は,これらの高度メッセージングに対応するイ

表l今後推進するグループウエアの分類と機能

メッセージング機能をベースとしたグループウエアとして,この

表のように体系化する｡

分 類 機 能

一般的グループウエア ●電子メール

●従来OA業務の延長 ●掲示板

●非定形業務中心 ●アドレスブック

●個人ベースのコミュニケーション ●文書管王里

の合王里化 ●ファクシミリ連携

●帳票作成支援

ワークフロー ●分岐などのルーティング

●定形業務中心 ●トラッキング(追跡)

●続計情報の収集

●ビジュアルインタフェース

によるフロー定義

ンタフエースや技術を取り込んだ製品コンセプトを,追

求してゆかなければならないと考えている｡

(3)UNIXシステムへの対応

ここではパソコンを中心にコンセプトを述べてきた｡

今後は,UNIXワークステーションを含めたクライアン

トサーバシステムとしての製品コンセプトの確立を推進

していく｡

(4)コンピュータテレフォニーへの発展

パソコンやワークステーションなどのコンピュータと

PBX(Private Branch Exchange)系の音声メールシス

テム,電話機,ファクシミリを統合したメッセージング

システムが必要である｡

巳 おわりに

コンピュータとネットワークの技術革新に伴い,近年

のオフィス環境は日々変革している｡コンピュータの世

界では,米国を主として海外から多くの技術や製品がわ

が国に入ってきている｡しかし,今後はわが国から世界

に発信できるコンセプトとシステム作りが,現在の国内

情報産業には絶対必要であると信じている｡世界に発信

できる技術と芸術性を持ち,わが国の文化にも受け入れ

られ,ユーザーの業務の効率向上に貢献できるコンセプ

トを今後も追求していきたいと考える｡
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